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(4) 本文 
 
当社は、Raybrid MatteMaker という高精度オブジェクト認識・切り出しシステム(国内外

特許取得・出願中)を映画・テレビなど、映像業界に向けて提供している。実績は、国内

映画作品、国内在京キー局での活用実績が多数ある。現在も採用作品が日々増加している。 
通常、3D 作品を制作する場合、二眼カメラもしくは、2D−3D 変換が利用される。2D−3D
変換を採用する場合、手動によるオブジェクト切り出しによって、人海戦術で変換が行わ

れることが常である。この切り出し作業は、映像業界スタッフにも「根性マット」と呼ば

れ、精神力を浪費する困難な作業である。当社も計算機を用いた高精度オブジェクト認

識・切り出しシステムを利用して立ち向かったが、物量的、例外処理の多さに計算機によ

る省力化を実現したにもかかわらず、2D−3D 変換作業は困難を極め、何らかの解決策が

求められていた。 
Raybrid ADDepth(国内外特許取得・出願中)は上記の困難な問題を解決するべく開発され

た。計算機による奥行き情報(Depth map)を半自動生成し、視差映像(3D ステレオ映像)を
生成する。劇場品質の 3D 映像を容易に生成できる、数少ないシステムとして仕上がって

いる。 
また、最新情報としては、昨今の海外 3D ディスプレイのトレンドは、一時、国内でも販

売されていた、左右２つの映像を 3D 表示(3D メガネ使用)するに留まらない。単眼もしく

はステレオ映像に奥行き情報を入力して、数十視差を実時間自動生成し、3D メガネを必

要としない、裸眼 3D 表示を可能にしている。Raybrid ADDepth はメーカーと共に、上記、

最新裸眼 3D ディスプレイの表示に逸早く対応した。 
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グリーンバックやブルーバックは不要で
す。太陽光の下、自然な背景をバックに
撮影して頂いた素材でも、マスク画像を
作成可能です。

撮影場所は問いません

４K動画やポスターといった、高解像度にも対応
しています。

高解像度にも対応

マットメーカーは映像合成用のマスク画像を生成
するサービスです。マットメーカーで提供するマスク
画像を用いることで、これまでにない自然な合成
を実現可能です。

高品質なマスク画像

マスク画像生成サービス
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生成したマスク画像をお返します

 お客様

素材をお預かりします エム・ソフト内でMatteMakerの
処理を実施します

Matte Maker サービスの流れ

柔らかで自然なエッジ表現

細部まで良質な再現性

モーションブラー＆フォーカスブラーにも対応

硬いエッジ表現

細部まで処理することは困難で膨大な時間がかる

モーションブラー＆フォーカスブラーは後処理で対応

画像処理に関して、何かお困りのことがありましたら、
お気軽にご相談ください。RayBridをカスタマイズする
ことで、ご要望に合わせて、さまざまな画像処理を実現
することが可能です。

柔軟な対応力

Matte Maker の品質
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